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             主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会 後援：中央区 
  

２０２６年９月度定例報告会のご案内 
 

    テーマ：「病は気から」の科学的追及 

～北里柴三郎と石神亨による結核患者の発症予防の取り組みを中心に～ 

 
 養生訓には「養生とは心気を養う」とあります。しかし、心が病気にどう影響するかについて科学的
研究は長い間ありませんでした。1892 年ドイツ留学から帰国した北里柴三郎の憂いは日本では肺結核
が若者に多いという現実でした。海軍医の石神亨は、北里の開設した伝染病研究所で各種伝染病を研究
した後、大阪で多数の結核患者の診療に携わる中、患者を理解する鍵はその「心のもち方」にあること
を免疫学的手法により明らかにしました（1918 年）。今日「心のもち方」はストレスの有無で理解され
ますが、石神の発見は W.キャノンさらには H.セリエのストレス学説（1935 年）の発表よりも 17 年も
前のことでした。明治・大正の時代の医学医療を概観する中で、北里と石神の結核の発症予防のための
研究を紹介し、最後に私たちが 2003 年から 10 年ほど取り組んだ「陽性ストレスの効果」に関する研究
について報告します。 

 

 

          日 時：2026 年９月 26日（土）14：00～16：00 

場 所：カトリック築地教会 ２階 

東京都中央区明石町５－26 

報告者：浦山 修（うらやま おさむ） 

元筑波大学教授 

                NPO法人築地居留地研究会会員 

               

 

                            

 

 

 

 

石神 亨 

  （神戸新聞 1918/3の紙面から）  

研究中の北里柴三郎（北里研究所提供）                  心のもち方で体内のスイッチが切り替わる 

  

報告会聴講：無料 一般公開 予約不要 どなたでも聴講できます。 

 

※会員以外で参加の皆様には、配布する資料により、資料代として数百円のご寄附を 

お願いする場合がございます。 

 

×

↓陽性ストレス



 

 カトリック築地教会へのアクセス 

中央区明石町５－２６ 

  

   地下鉄にてご来場の場合 

・ 新富町（地下鉄有楽町線）駅６番出口から徒歩５分 

・ 築地（地下鉄日比谷線）駅３番出口から徒歩６分 

--------------------------------------------------------- 

主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会  

お問合せ：０３－３５５１－７５９５（平日 9時～17時） 

 

ホテル京阪  


